
最終評価

めざす
生徒像

イ ロ ハ

中間 75% B

２学期から「なるほどノート」
を全員に持たせ，主体的な学び
を促進する。また，「なるほど
ノート」を記入する時間の確保
をする。

○

最終 85% A

「なるほどノート」を定着さ
せ，さらに進化したノートにな
るよう，良い事例等を積極的に
提示し質を高め，より生徒の主
体的な活動にする。

〇

中間
61%

99％

Ｃ

Ａ

「やったらできた」という
成功体験を学習の中でもた
せ，個別の目標設定をす
る。

○

最終
73％

96％

Ｂ

Ａ

夕会時間に「なるほどノート」
を見返して家庭学習の内容や時
間の計画を立てさせ，班内で交
流させる。

〇

中間 90% A

11月にさらに，小６授業体験
を実施し、小中連携を図る。１
１月・１月の油木高校授業研修
会に参加し連携を図る。

○

最終 89% A

学力向上の視点で，数学科・英
語科で連携を図っていくととも
に，他教科でも連携を図ってい
く。

〇

中間 95% A

文化祭・新生徒会選挙などの行
事を計画的に行えた。今後も先
の見通しをもって日常の活動に
も取り組ませる。３学期から
１，２年生主体の生徒会にな
り，日常活動をやりきらせ，そ
の後，新たな取組を考えさせて
いくようにする。

○

最終 95% A

今後は，日常の取組をおろそか
にすることなく，「企画書」の
作成や練り合いが定着するよう
に指導していく。

〇

中間 90% A

できている部分は今後も継続さ
せていく。時間を守ることが人
を大切にすることにつながると
いうことや，整理整頓でその人
の資質が問われるということな
どを繰り返し指導していく。

○

最終 92% A

来年度以降，「あまりできてい
ない」と答えた生徒に対する肯
定的な気付かせる指導を行う必
要がある。

〇

　

今後も大切なコミュニケーシ
ョン力の一つとして，一緒に
食事をする人の気持ちを考え
ながら楽しく食事ができる生
徒の育成を委員会活動等を中
心に取り組んでいく。

各自が長期休業中に体力向上チャレンジを実施したこ
とにより，９０％の生徒が肯定的な回答であった。３
学期から２週間に１回部長会を開催し始めたことで，
部活動での体力向上トレーニング実施状況は８５％実
施率であった。

○

〇

○

自分自身の課題を分析し，自己目標の達成度を点検し
た。全国平均や県平均，本校の課題を具体的な数値で
示したことで，意欲的に取り組む生徒が増加してい
る。部活動掲示板の活用，定期的な部長会の開催によ
り，体力つくりトレーニングメニューは，毎日行って
いる。

11月の「食事マナー強調月間」の見取り結果は91%
の達成率だった。取り組み後の生徒の感想は，「食事
中のよい姿勢，茶碗や箸の持ち方が具体的に分かっ
た。これからもマナーに気をつけたい」という思いを
持った者が多かった。３学期は２月に「食事マナー強
調月間」の実施中である。

次年度の目標を設定し，家庭で
の１５分間体力つくりを推進す
る。部活動ミーティングで冬季
トレーニングメニューを再検討
し，実践する。

「体力つくり改善計画」を参考
に，体育授業の充実，部活動の
主体的活動の推進，球技大会な
どの行事を実施する。

各学年ごとに課題を整理し，目
標を設定し給食指導の際に食事
マナーを徹底する取組を継続す
る。

神石高原町立神石高原中学校

【学校経営目標】
『知・徳・体』の基礎・基本の定着を図り，『評価と公開』による学校教育に対する信頼性と満足度の向上を図る。
【学校教育目標】
確かな学力と豊かな心をもち，よりよい社会の形成者として未来を切り拓く志と意欲にあふれた生徒の育成

中高連携は，成果が出てきた。
中高連携に関わり中高合同で行う行事（例
えば感動の味わえる合唱等）があってもい
いし，町内にあるもう一つの学校と一緒に
取り組めたらよい，
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評価項目・指標

１
基礎基本
の徹底を
図るとと
もに小中
高連携の
推進によ
る学力向
上を図
る。

経営目標
教育目標

Ⅰ
「

知
」

の
基
礎
・
基
本
の
充
実

自己評価 学校関係者評価
担
当
者

時
期

達
成
値

『夢・実現に向けて高い志をもち，絶えず努力し続ける生徒』
・自ら意欲的に学習に取り組み，自らの未来に夢を抱きながら努力し続ける生徒
・道徳，特別活動，部活動に主体的に取り組み、マナーとルールを重んじる生徒
・体を動かすことをいとわない生徒
・神石高原中学校の生徒として誇りをもつ生徒

江
草
・
赤
木

評価計画

目標達成の方策
（具体的な取組内容）

重
点

中期経営
目標

短期経営目標
評価

コメント

２
望ましい
集団生活
の在り方
を理解さ
せること
を通し
て，新設
校の良き
風土づく
りを進め
る。

寮生による効果が大きいことをもっとア
ピールしてもよいのではないか。（例え
ば，寮に入って宿題を確実にやり提出する
ようになったことや生活が改善したことな
ど）
予習をやってきて良かったと思える授業は
良いと思う。
３年生の数値がやや低いが，中高連携型入
試の影響はないか，分析をしてみる必要が
ある。

達成状況

どうやったら改善できるかに取り組んで
75％を85％に上げることができたのは大
きい。こうした取組が大切である。
「なるほどノート」の好事例を提示した取
組も良い。

企画書の作成のために練り合うのは，大変
よい取組で，将来役に立つと思う。
生徒の主体性をさらに伸ばし育てるため
に，さまざまな体験活動も含めて取り組む
のもよいことだと思う。

評
価

目
標
値

改善方策

3

・自分の考えや授業の反省を
書いている生徒を８０％以上
とする。

80%

・家庭学習時間が目標（１年
生９０分，２・３年生１２０
分）以上の生徒を８０％以上
とする。
・生徒の授業の満足度を
８０％以上にする。

80%

① 生徒が主体的に
学ぶ授業づくり

② 家庭学習の充実

③ 小中高連携の推
進

④生徒の自主・自
律を育てる学校行
事・生徒会行事の
創造

⑤良き伝統づくり
の推進

江
草
・
佐
野

佐
伯
・
池
田
・
神
田

松
井
・
唐
川

豊
田
・
廣
田

【学校関係者評価】
イ：自己評価は適正である。
ロ：自己評価は適正でない。
ハ：わからない。

【自己評価　評価基準】
A：１００％≦（目標達成）
B：８０％≦（ほぼ達成）＜１００％
C:６０％≦（もう少し）＜８０％　　　　　D：（できていない）＜６０％

Ⅱ
「

徳
」

の
基
礎
・
基
本
の
充
実

Ⅲ
　
「

体
」

の
基
礎
・
基
本
の
充
実

３
健やかな
体づくり
を推進す
る。

生徒アンケート「自分の設定
した目標を達成することがで
きた」の肯定的回答率を85％
以上とする。
取組目標を８５％とし，部長
会で，各部活動の実施状況を
確認する。

中間

横
尾

１0月の食事マナーアンケート集計の結果「食事マナー
が定着している」または「意識して身に付けようとし
ている」と答えた生徒は, 77%であった。
１1月は給食中の食事マナーの強化月間の取組を実施し
た。

〇

唐
川

最終

中間

○体力テストの結果を活用する。
・昨年度の体力テストの結果を分析
し，自分自身の課題を明確にし，自己
目標を立て，自己点検を行う。
・部活動で，体力つくりトレーニング
を毎日行う。

○食に関する６領域における各学年の
　具体目標を設定し，食の大切さの認
　識を深める。
・各学年の食育の課題や身につけるべ
　き具体的な目標を１学期中に設定す
　る。
・全ての項目を達成した生徒に「平成
　２７年度神石高原中学校食事マナー
　認定書」を送り表彰することで取り
　組みの意欲につなげる。

1

2

85%

70%

最終

85%

⑥ 体力つくりの推
進

⑦健康教育（食
育）の推進

５月と8月に小中合同研修会，8月に小６部活動体験を
実施し小中の連携を図った。数学科は中学校で，英語
科は高校で，それぞれTTで授業を行うことができ、中
高の連携ができている。

11月にさらに，小６授業体験（音楽科・英語科）を実
施し、小中の連携を図った。１１月（国語科）・１月
（数学科）の油木高校授業研修会に職員が参加し，2月
の油木高校学習成果発表に1年生が参加し，中高の連携
を図った。

書く活動に重点をおいて取り組み，各教科で取
り組んでいるが，やりきれていない生徒がい
る。授業の中での時間の確保が十分でないこと
が原因である。

２学期から始めた「なるほどノート」の取組により，
授業の振り返りを確実にし，また，分からないことや
知りたいと思ったことをいつ学習するかも主体的に決
めてやるようになった。しかし，十分でない生徒もい
ることが課題である。

普段の学習時間が90分以上の生徒は全体で82.9％だ
が，目標値に達している生徒は１年生84.9％，２年生
55.6％，３年生42.9％である。授業での学習内容が
わかると肯定的に回答した生徒は99.1％である。

普段の学習時間が目標値に達している生徒は１年生
96.9％，２年生57.9％，３年生65.1％である。授業
での学習内容がわかると肯定的に回答した生徒は
95.6％である。

○生徒会スローガンを掲げ，達成でき
るよう生徒が自主的に動き，生徒自身
が創り上げる学校行事になるよう，見
通しをもって行事計画や日常的な活動
計画を考える。
○自主的に活動する場面を保証するた
めに，委員会活動を毎週行う。

生徒アンケート「体育大会，
文化祭をやりきった。」「生
徒会スローガンを達成でき
た」の肯定的回答率を９０％
以上とする。

90%

○「４つの心得(明るく元気，時間を有
効に，物を大切に，礼儀正しく)の定
着」
・毎週１回の委員会活動において，各
委員会ごとに目標を決め，実践，振り
返りを行う。

「2分前行動，ロッカーの整理整
頓。」を全校展開するなどの取組
により，生徒アンケートの肯定的
回答率を90％以上とする。

90%

文化祭で自主的に動き，スローガンを達成することが
「できた」と回答した生徒は，体育大会と同様にほぼ
１００％であった。前年度を踏襲するだけでなく，新
たな工夫を取り入れようとするなどの自主的な動きが
様々な場面で見られた。日常の委員会活動を毎週行う
ことで，事前に考えた活動内容を練り合ってから取り
組める時間が確保できている。

「生徒会スローガンを達成することができた」と答え
た生徒は９５％であった。執行部が３学期の生徒会ス
ケジュールから，自分達で新たな取組や工夫を取り入
れようと「企画書」を作成し練り合うなど，主体性が
生徒会全体に良い影響を与えていると考える。

2分前行動は90％の生徒が実行できている。「あまり
できていない」は10％，「できていない」と回答した
生徒は０％であった。
ロッカーの整理整頓（物を大切にする）は90％が意識
している。「あまりできていない」は10％，「できて
いない」は０％であった。

中間報告から変化があまり見られない結果であった
が，委員会活動において「打合せ」「実践」「振り返
り」が定着し，より充実した時間になった。

○基礎的・基本的な知識・技能を活用し個人
思考や集団思考する際に，積極的に書く活動
を取り入れた授業づくりを進める。
・発問・指示の工夫をする。（教師）
・自分の考えや理由・根拠を書く。（生徒）
・自分の学習状況を的確に把握するための振
り返りをする。（生徒）

１年女子の体力に課題があり県平均を下
回っていたが，体力つくりに取り組み多く
の成果が出ているので，来年の結果が楽し
みである。

食育に取り組むといいながら，給食の時間
が15分しかないのは少ないように思う。
もっと時間を保障してもいいのではない
か。時間的にきついのは，５日制の影響が
あるのではないか。
給食の試食会等を通して，感謝の気持ちが
伝わればよい。

各学年の食育の課題や身に着
けるべき具体的な目標を１学
期中に設定し，２・３学期に
強調月間を設け，委員会の取
り組みや職員による指導など
を通して目標に到達する生徒
を７０％以上にする。（見取
りは，職員が行う）

1

2

1

2

○家庭学習時間の目標（１年生９０
分，２・３年生１２０分）を示す。
○家庭学習のガイダンスを行い，予
習・復習の内容や自学自習ノートの活
用について指導する。
○予習してきた内容が生きる授業展開
を行う。

○小中合同授業研究会を実施する。
○数学科と英語科において，油木高校
との交流授業を実施する。

児童生徒アンケート「中学校
（高等学校）の先生との授業
で学習への関心が高まった」
の肯定的回答率を8５％以上と
する。

85%

90%

77%

91%

A

A

A

Ａ

重点取組以外にも，静止挨拶の取組など苦
労もされている。評価についても，そのま
ま正直に出してもらっている。
心を育てるには，保護者の協力も大切であ
る。


